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ア
メ
リ
カ
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
す
る
だ
ろ
う
か
。
相
次
ぐ

地
方
選
で
の
敗
北
や
エ
プ
ス
タ
イ
ン
問
題
な

ど
で
、
共
和
党
内
の
ほ
か
、
岩
盤
支
持
母
体

「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
」
も
揺
れ
て
い
る
。
大
統
領
就

任
後
に
喧
伝
し
た
物
価
対
策
も
高
関
税
で
裏

目
と
な
り
、
２
０
２
６
年
11
月
の
中
間
選

挙
に
黄
信
号
も
避
け
ら
れ
な
い
。

　　

高
市
発
言
で
日
中
仲
介

　
　
　

対
中
姿
勢
、
弱
腰
化
？

　　

台
湾
有
事
で
救
援
し
た
米
軍
に
中
国
軍
に

よ
る
武
力
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
を
「
存
立
危

機
事
態
」
と
発
言
し
た
高
市
早
苗
首
相
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
電
話
で
首
脳
会
談
を

し
た
の
は
２
０
２
５
年
11
月
25
日
だ
っ
た
。

そ
の
前
日
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
中
国
の
習

近
平
主
席
と
電
話
で
日
中
関
係
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。
３
首
脳
の
協
議
内
容
は
詳
ら
か

で
は
な
い
が
、
習
主
席
は
有
事
の
際
に
同
盟

国
と
し
て
米
国
の
立
場
が
問
わ
れ
る
存
立
危

機
事
態
を
問
い
な
が
ら
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
高
市
首
相
の
発
言
を
厳
し
く
詰
め
寄
っ

た
。
こ
の
後
で
、
高
市
首
相
と
電
話
し
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
習
主
席
と
仲
介
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。
１
０
０
％
以
上
の
対
中
高
関
税

を
４
月
に
課
そ
う
と
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
強
硬
姿
勢
を
振
り
返
れ
ば
、
こ
う
し
た
役

ど
こ
ろ
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
高
市
首
相
ら
と
の
電
話
後
に
台
湾

問
題
に
対
し
「
あ
の
地
域
は
う
ま
く
行
っ
て

い
る
」
と
関
心
の
薄
さ
を
示
し
、
米
国
の
農

産
物
輸
入
を
習
主
席
も
働
き
か
け
た
。
対
中

姿
勢
で
拳
を
振
り
上
げ
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
勢
い
は
影
を
潜
め
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発
言
は
日
増
し
に
感

情
的
に
な
っ
て
い
る
。
意
に
沿
わ
な
い
質
問

を
し
た
通
信
社
の
女
性
記
者
に
「
黙
れ
、
子

豚
」
と
発
言
し
た
り
、
テ
レ
ビ
局
の
放
送
免

許
取
り
消
し
を
持
ち
出
し
た
り
し
た
。
過
激

な
発
言
が
多
か
っ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
だ

が
、
直
情
さ
が
度
を
越
し
て
き
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
苛
立
っ
て
い
る
。
支

持
率
は
10
月
末
か
ら
急
激
に
下
落
し
、
11
月

に
入
っ
て
平
均
40
％
台
前
半
ま
で
落
ち
込

み
、
不
支
持
率
は
50
％
台
前
半
に
達
し
た
。

支
持
の
凋
落
は
、
２
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
初
め
て
有
権
者
の
審
判
を
受
け
る
場
と

な
っ
た
11
月
４
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選

や
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
両

州
の
知
事
選
で
宿
敵
の
民
主
党
候
補
が
勝
利

し
た
こ
と
で
も
裏
付
け
ら
れ
た
。

　

３
選
挙
が
あ
っ
た
地
域
は
伝
統
的
に
民
主

党
支
持
者
が
多
か
っ
た
が
、
大
統
領
選
時
に

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
奪
っ
た
黒
人
と
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
系
の
有
権
者
が
民
主
党
支
持
に
戻
っ

て
い
た
。
大
統
領
選
で
拡
大
し
た
ラ
テ
ン
系

な
ど
少
数
派
集
団
や
中
産
階
級
で
も
、
共
和

党
候
補
の
得
票
率
が
下
落
し
、
民
主
党
候
補

へ
流
れ
て
い
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
共

産
主
義
者
」
と
決
め
つ
け
た
マ
ム
ダ
ニ
氏
が

勝
っ
た
市
長
選
で
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
や

黒
人
な
ど
の
ほ
か
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
大

統
領
選
時
に
「
忘
れ
ら
れ
た
人
々
」
と
し
て

地
位
復
活
を
訴
え
た
中
所
得
層
以
下
の
白
人

票
も
奪
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
公
約
こ

そ
「
忘
れ
ら
れ
た
」
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

地
方
選
の
大
き
な
争
点
が
物
価
対
策

だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
物
価
高
を

止
め
る
こ
と
を
公
約
し
た
が
、
中
国
を
始

め
と
し
た
世
界
的
な
貿
易
相
手
国
へ
の
高

関
税
政
策
の
影
響
で
、
物
価
は
下
が
っ
て

い
な
い
。
高
関
税
で
予
測
さ
れ
た
イ
ン
フ

レ
率
の
上
昇
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
有

権
者
に
と
っ
て
は
、
物
価
が
上
が
り
続
け

生
活
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
、

投
票
行
動
の
原
動
力
と
な
り
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
へ
の
拒
否
反
応
と
な
っ
た
。

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
21
日
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

を
訪
問
。選
挙
戦
で
ト
ラ
ン
ブ
大
統
領
を「
独

裁
者
」
と
罵
倒
し
て
い
た
マ
ム
ダ
ニ
氏
と
の

対
面
に
関
心
は
高
ま
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
「
本
当
に
素
晴
ら
し
い
市
長
に
な
る

こ
と
を
望
む
。
非
常
に
良
い
仕
事
を
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
」
と
持
ち
上
げ
た
上
に
、

物
価
対
策
で
協
力
を
誓
い
合
い
、
報
道
陣
を

拍
子
抜
け
さ
せ
た
。
中
傷
か
ら
握
手
へ
と
容

混
迷
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、窮
地
か

～
支
持
率
低
下
と
物
価
高
で
問
題
山
積
〜

Ⅱ

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

八
雲
豊
彦
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易
く
態
度
を
転
換
で
き
る
腰
の
軽
さ
も
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
だ
が
、
マ
ウ
ン
ト
を
取
っ
て
相

手
を
な
び
か
せ
る
強
引
さ
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。

　

連
邦
議
会
や
知
事
選
な
ど
が
あ
る
中
間
選

挙
ま
で
残
り
１
年
を
切
っ
た
が
、
最
大
の

課
題
は
地
方
選
の
敗
因
に
な
っ
た
物
価
対
策

だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
コ
ロ
ナ
禍
対
策
で

財
政
拡
大
し
た
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
前
大
統

領
へ
責
任
転
嫁
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
ト

ラ
ン
プ
関
税
が
拍
車
を
か
け
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
イ
ン
フ
レ
率
は
２
０
２
６
年
に

収
ま
る
見
通
し
が
あ
っ
て
も
有
権
者
の
不
満

は
募
る
ば
か
り
で
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
な
ど
が

２
０
２
５
年
11
月
18
日
に
発
表
し
た
世
論
調

査
で
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
率
は
38
％

と
就
任
後
最
低
を
記
録
し
、
失
望
感
は
消
え

て
い
な
い
。

　
「
タ
リ
フ
（
関
税
）
マ
ン
」
と
自
称
し

た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
オ

レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
大
量
に
輸
入
し

て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
に
40
％
の
関
税
を
課
し

て
い
た
。
し
か
し
、
国
内
物
価
の
動
向
が

尋
常
で
な
い
と
判
断
し
、
20
日
に
「
ブ
ラ

ジ
ル
に
対
す
る
関
税
範
囲
の
修
正
」
と
題

す
る
行
政
命
令
に
署
名
し
、
こ
れ
ら
の
品

目
へ
の
関
税
を
免
除
し
た
。
地
方
選
の
結

果
か
ら
、
有
権
者
の
生
活
苦
が
浮
上
し
た

こ
と
で
「
関
税
が
物
価
を
刺
激
し
な
い
」

と
い
う
従
来
の
主
張
を
事
実
上
、
覆
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
物
価
対
策
と
し
て
関

税
分
の「
配
当
」名
目
で
２
０
０
０
ド
ル（
約

31
万
円
）の
現
金
給
付
を
提
案
し
て
い
た
が
、

議
会
の
承
認
が
必
要
で
、
額
は
未
定
。
給
付

は
「
富
裕
層
を
除
く
全
て
の
人
に
２
０
２
６

年
中
に
支
払
わ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
２
０
２
５

年
11
月
14
日
に
述
べ
た
が
、
規
模
は
「
大
き

な
金
額
に
な
る
」
と
は
ぐ
ら
か
し
た
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
当
初
の
提
案
額
に
な
れ
ば
、

２
０
２
５
年
の
関
税
収
入
見
通
し
の
２
倍

に
達
す
る
と
の
試
算
も
あ
る
。

　　

エ
プ
ス
タ
イ
ン
問
題
で

　
　
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
」
岩
盤
に
亀
裂
も

　　

任
期
が
３
年
以
上
も
残
る
中
、
早
く
も
影

響
力
が
低
下
す
る
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
の
兆
候
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
。
頭
の

痛
い
問
題
は
物
価
対
策
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

山
積
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
旧
友
で
少
女
ら
に

対
す
る
性
的
な
人
身
売
買
で
起
訴
さ
れ
た

後
に
自
殺
し
た
富
豪
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
エ

プ
ス
タ
イ
ン
氏
に
関
す
る
文
書
の
開
示
問

題
で
は
、
熱
狂
的
な
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
（
ア
メ

争
へ
の
対
応
や
６
月
の
イ
ラ
ン
核
施
設
攻
撃

な
ど
の
国
際
問
題
よ
り
内
政
重
視
を
訴
え
て

い
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
物
価

対
策
な
ど
の
国
内
問
題
か
ら
関
心
を
そ
ら
そ

う
と
、
外
交
に
注
力
。
ガ
ザ
紛
争
で
は
９
月

25
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
地
区
を
イ
ス
ラ

ム
組
織
、
ハ
マ
ス
と
の
間
に
介
入
し
、
停
戦

の
合
意
を
取
り
付
け
た
。
強
い
米
国
の
再
生

を
期
待
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
だ
が
、
支

持
層
が
奪
わ
れ
分
裂
す
る
内
政
リ
ス
ク
を
抱

え
る
中
で
、
外
交
で
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
た

が
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
向
け
た
ス
タ
ン
ド

プ
レ
ー
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ザ
紛
争
は

停
戦
合
意
後
も
、
戦
闘
は
断
続
的
に
続
い
て

い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
躁
鬱
状
態
と
す
る
の

は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。
最
も
従
順
で
米
国

債
の
最
大
の
保
有
国
で
あ
る
日
本
は
、
米
国

の
物
価
対
策
が
こ
じ
れ
景
気
後
退
に
陥
れ
ば

最
も
影
響
を
受
け
る
。
経
済
問
題
か
ら
中
間

選
挙
に
影
響
し
、
米
国
が
政
治
的
に
不
安
定

化
す
れ
ば
、
日
米
と
も
先
行
き
は
見
通
せ
な

く
な
る
。
安
全
保
障
面
を
含
め
米
国
無
し
で

は
、
何
も
決
め
ら
れ
な
い
日
本
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。
再
び
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
一

挙
手
一
投
足
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
、
不
安

ば
か
り
が
募
る
２
０
２
６
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。　

リ
カ
を
再
び
偉
大
に
）」
運
動
の
支
持
者

に
も
亀
裂
が
走
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
開
示
を
公
約
し
て
い
た
が
、
一
転
し
て

拒
否
。
共
和
党
議
員
が
開
示
に
向
け
た
採

決
を
求
め
る
請
願
を
準
備
し
「
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ａ
」
の
マ
ジ
ョ
ー
リ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
・
グ

リ
ー
ン
議
員
ら
女
性
議
員
に
民
主
党
議
員

も
加
え
司
法
省
に
求
め
る
法
案
が
18
日
に

可
決
し
た
。
グ
リ
ー
ン
議
員
は
バ
イ
デ
ン

前
大
統
領
が
当
選
し
た
２
０
２
０
年
大
統

領
選
で
も
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利
を
主
張
し

た
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
代
表
格
だ
っ
た
が
、
エ
プ

ス
タ
イ
ン
文
書
の
採
決
後
、
２
０
２
６
年

１
月
で
議
員
辞
職
す
る
と
表
明
。
反
旗
を

翻
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
つ
い
に
折

れ
２
０
２
５
年
11
月
19
日
に
開
示
案
に
署

名
し
た
。

　

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ
ザ
紛

不安ばかりが募る
2026年を迎えることになりそうだ


